
猛暑 

９月１１日は最高気温が 34℃。秋に近付こうとしません。 

猛暑の影響でしょう。植物たちの勢いは全く衰えません。右の草むら（写真は

おそらくアメリカセンダングサ）は今朝、撮ったものです。この植物が生い茂る場

所は、ナント、校庭の北側なのです。左斜め下にもう少し引いた場所からの写真

を載せました。これならば、清瀬中をご存じの

方は、位置関係を把握できるのではないでし

ょうか。実は、センダングサ、メヒシバ、イヌム

ギ、カモジグサ・・・様々な雑草が、校庭を占

拠しようとし、２００ｍトラックまでその範囲を

広げてきたのです。例年はここまで広がるこ

とはなかったようです。この要因もまた、気温

の下がらない 9 月であると考えられます。二

次曲線的に成長しているように見えます。そこ

で、二人の用務員さんが草刈り機を用いて、

刈ってくれています。刈り取った草は一輪車に

乗せられゴミ捨て場へと移動します。刈って

も、根が残こります。さらに気温が下がらない

からでしょうか、次から次へと植物たちが顔

を出しています。「もうしょ うがない」と諦めた

いところ。暑い中、用務員のお二方、本当にあ

りがとうございます。刈られても踏みつけれれても雑草は再び葉を伸ばし始めま

す。ある意味たくましい。清瀬中の生徒たちは、この夏、勉強に部活にエネルギ

ーを注いできました。雑草のように二次曲線的に成績が・・・とはすぐにはいきませんが、積み重ねることで、

例え一次関数的であっても、必ず力はついていきます。 

３年生の数学は、まさに二次関数でした。タブレット端末を用いて、二次曲線のグラフを作図していました。 

 

「関数のグラフについて、描けることはもちろん大切であるが、そのグラフから値の変化を読み取ることが

最も重要である」という言葉が印象に残りました。知識を習得することが終着点ではなく、習得した知識を

材料にして、目の前に立ちはだかる問題を読み取り、分析し、新しい情報を創り出す力が必要とされます。 

今日から音楽祭の練習が始まりました。右の写真はクラス合唱の練習です。 

本番当日まで、各自の熱量の違いや方向性の違いで、ぶつかることが出てき

ます。話し合うことや認め合うこと、ともに練習に取り組みながら何度も互いの関

係を修正して、それらの問題が解決した時、クラスの歌声は一次関数のような伸

びから、二次曲線的に飛躍していくのでしょう。 

「草魂」かつて日本プロ野球界で通算 317 勝を挙げた名投手 鈴木啓示さ

んの造語。アスファルトを割って出てきた雑草の姿をみて、自分の座右の銘にし

たといいます。「踏まれても踏まれても這い上がる。」 

2学期、清瀬中は、何度も修正しながら、しぶとくたくましく育っていきます。 

刈り取った雑草。これから回収。 


